1 

大田蜀 山人の 二 話 一 言」 を 読んだ 人 は、 そのうち 

にこうい う 話の ある こと を 記憶して いるであろう。 

八百屋お 七の 墓 は 小石 川の 円 乗 寺に ある。 妙栄 禅定 

尼と 彫られた 石碑 は 古い ものであるが、 火災のと きに 

中程から 折られた ので、 そのまま 上に 乗せて ある。 然 

るに 近頃 それと 同様の 銘を 切って、 立像の 阿弥陀 を 彫 

刻した 新しい 石碑が、 その 傍 に 建てられた。 ある 人 

がその 子細 をたず ねる と、 円 乗 寺の 住職 はこう 語った。 

駒 込の 天 沢山 龍 光寺 は 京 極 佐 渡 守 高矩の 菩提寺で、 



提 のために 後人の 建立し つる 由 なれ ど、 施主 はいつ の 

頃い かなる 人と も 今 明白に 考へ 難し。 或はい ふ、 北国 

筋の 武家 何某、 夢中に お 七の 亡霊 告げて 云 ふ、 わが 墳 

墓 は 江戸 小石 川なる 円 乗 寺と いふ 寺に あれ ども、 後世 

を 弔 ふ もの 絶えて、 安養 世界に 常住し 難し、 されば 彼 

の 地に 尊 形の 石塔 を 建て 給 は、 V、 必ず 得 脱 成仏すべし 

と。 これによ つて 遙に 来りて、 形の 如く 営みけ ると い 

うんぬん 

ヘリ。 云々 ご 

この 寺 記 は 同 寺 第一 一十 世の 住職が 弘化ー 一年 三月に 書 

き 残した もので、 蜀 山人の 二 話 一 言」 よりも 六十 年 

余の 後で ある。 同じ 住職の 説く ところで も、 天明 時代 



ら である。 その 話の 受売リ をす る 前提と して、 昔 もこ 

ういう 事が あ つたと 説明 を 加えて 置いた に 過ぎな い。 

そこで、 その 話 は 「一 話 一 言」 よりも 八十 余 年の 後、 

さらに 円 乗 寺の 寺 記よりも 二十 三年の 後、 すなわち 慶 

応四年 五月の 出来事で、 私に それ を 話した 老人 は 石 原 

治三郎 (仮名) という 三百 五十石の 旗本で ある。 治 三 

郎は その 当時 廿八 歳で、 妻のお 貞は 廿三 歳、 夫婦の あ 

いだにお 秋と いう 今年 四 歳になる 娘が あった。 慶応四 

年 —— それが いかなる 年で あるか は 今更 説明す るまで 

も あるまい。 石 原 治 三 郎が四 谷の 屋敷 を 出て、 上野の 

彰義隊 に 加わった の は、 その 年の 四月 中旬であった。 



「午 飯 を 食いに 行こう ご 

がんな ベ 

「雁 鍋へ 行こう ご 

四 人が 連れ立って、 上野 広小路の 雁 鍋へ あがった。 

この頃 は 世の中が おだやか でない。 殊に 彰義隊 の 屯所 

の 上野 界隈 は、 昼で も悠々 と 飯 を 食って いる 客は少 

かった。 四 人 は 広い 二階 を 我物顔に 占領して 飲み はじ 

よせて 

めた。 あしたに も 寄 手が 攻めて 来れば 討死と 覚悟して 

いるので あるから、 いずれも 腹 いっぱいに 飲んで 食つ 

て、 酔って 歌った。 相当に 飲む 治三郎 もしまい に は 酔 

い 倒れて しまった。 

大仏の 八つ (午後 二 時) の 鐘が 山の 葉桜の あいだ か 



ると、 鶏 は 羽搏き をして 姿を消した。 

夢 は 唯 それだけ である。 眼が さめる と、 連れの 三人 

はもう 帰った というので、 治 三郎も 早々 に 帰った。 山 

へ 帰れば 一 種の 籠城で ある。 八百屋お 七の 夢な ど を 思 

い 出して いる 暇はなかった。 

十五 日 はいよ いよ 寄 手 を 引 寄せて 戦う ことにな つた。 

彰義隊 の 敗れた その 日の 夕 七つ 頃 (午後 四時) に、 治 

三郎 は根津 から 三 河 島の 方角へ 落ちて 行った。 三、 四 

人の 味方に は 途中で はぐれて しまって、 彼 ひとりが 雨 

のなか を 湿れて 走った。 しかも 方角 を どう 取 違えた か、 

彼 は 千 住に 出た。 千 住の 大橋は 官軍が 固めて いる。 よ 



「さきほど も 五、 六 人、 お 見廻り に お出でになり まし 

た ご 

「そうか ご 

上野から 来た か、 千 住から 来た か、 落 武者 捜索の 手 

が 案外に 早く 廻って いるのに、 治 三郎は おどろかされ 

た。 ここの 家で 自分 を 追っ払おう というの も、 それが 

ためで あると 覚 つた。 

「では、 ほかへ 行って みょう ご 

「どうぞお 願い 申します ご 

追い出す ように 送られて、 治 三郎は 表へ 出る と、 雨 

はま だ 降り つづいて いる。 飯 を 食って 休 ft して 饥 えと 



疲れ は いささか 救われた が、 さて、 これから 何処へ ゆ 

く か、 彼 は 雨の なかに 突っ立って 思案した。 

捜索の 手が もう 廻って いるよう では、 ここらに うか 

うかして はいられない。 どこの 家で も 素直に 隠 まって 

くれそう もない。 どうした もの かと 考えながら、 田圃 

路を たどって 行く うちに、 彼 はふと 思いついた。 かの 

農家の 横手に は 可な リ 広い あき 地が あって、 そこに 大 

きい 物置 小屋が ある。 あの 小屋に 忍んで 一 夜 を 明か そ 

う。 あしたに なれば 雨 も 止む であろう。 捜索の 手 も ゆ 

るむ であろう。 自分の 疲労 も 完全に 回復す るであろう _ 

その上で 奥州 方面に むかって 落ちて ゆく。 差し あたり 
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